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•  現在数百メートルの長さを持つアンジュレータを数ミリメート
ルの長さにまで短縮することができる．	

•  数マイクロメートルの周期構造により数MeVのエネルギーを
持つ単色に近いX線ビームを生成できる．	

•  レーザーシステムとX線発振器部分を一体型の装置とするこ
とができるため，超高強度レーザーとX線ビームを同時に用
いた実験においてジッターが無いポンプアンドプローブ実験
が可能となる．	
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相対論的強度を持つ超高強度レーザー（　　　　　　　　　　）	
とプラズマの相互作用によって生成される周期構造を持つ	
プラズマをアンジュレータとして利用できる可能性がある。	

I = 2×1019W cm2

（１）研究背景	

テーブルトップサイズのX線FELレーザー	
の実現を目指す。	

	

(2)	プラズママイクロアンジュレータ	
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Wavelength = 260keV

Brightness = 5×1012 (photons / sec/mm2 /mrad 2 / 0.1%b.w. /mA)
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(3)	２次元Par'cle	in	cellシミュレーションによる	
プラズマ中に生成された周期構造電界分布の計算	

レーザー強度	I = 2×1019W cm2

プラズマ密度 1018	/cm3	

30μm	 30μm	

レーザー	
パルス	

10	-	30μmの周期構造を持つ電界分布を観測	
電界強度10	GV/m	

３次元シミュレーションへの拡張を計画	


